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The purpose of this paper is to consider how to manage Japanese subsidiaries of foreign 
multinational companies. The foreign multinational pharmaceutical companies, which have entered 
into the Japanese market, were analyzed based on their IR information and other papers, and then 
relationships between the Japanese subsidiaries and their Head offices were classified into the 
frameworks introduced by Bartlett and Ghoshal. Since the Japanese pharmaceutical market is 
originality compared with those of foreign countries, it is important for the Japanese subsidiaries to 
have flexibility which allows the subsidiaries to determine their own development and marketing 
strategies. The analyzed result shows differences in the degree of local adaptation among the observed 
companies, and a possibility that the Japanese subsidiaries with the strategic flexibility would have 
competitive superiority in the Japanese market was suggested. 
 
要  約 
本稿の目的は、外資製薬企業における日本法人のマネジメントのありかたについて、考察を
行う事である。日本に参入している外資製薬企業を文献及び各社が公表している IR 情報をも
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 2 ．グローバルマネジメントモデルに関する先行研究 
Prahalad（1975）や Doz（1976）らは、グローバル企業のマネジメントに着目し、グローバル企業
のトップマネジメントは常に政治的、経済的、組織的といった相異なる軸の中で実現可能な戦略をとる



















図２ I-R フレームワーク 
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 3 ．外資製薬企業の事例研究 
調査対象企業は、世界市場で上位10位にランクする売り上げ規模が大きく、また日本法人を有する
Pfizer、AstraZeneca、MSD、Janssen、Sanofi の 5 社を選択し、文献及び各社が公表している IR 情
報をもとに分析した（図４）。（なお、Johnson&Johnson 及び Merck は、関連子会社である Janssen 
Pharma 及び MSD が分析対象である。） 
 
順位 製薬企業名 国名 2011年売り上げ （百万ドル） 
1 Pfizer 米 57,747 
2 Novartis スイス 47,925 
3 Merck 米 41,289 
4 Sanofi フランス 40,607 
5 Roche スイス 36,439 
6 GlaxoSmithKline 英 34,293 
7 AstraZeneca 英 32,981 
8 Johnson&Johnson 米 24,368 
9 Eli lilly 米 22,608 
10 Abbott Laboratories 米 22,435 




 3 ．1 Pfizer の概況 
Pfizer は世界約150カ国でビジネスを展開している世界最大の米国系製薬企業である。これまでの
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会社 ICI から医薬品部門がスピンオフした Zeneca グループが合併し、現在の AstraZeneca が形成さ




 3．3 Janssen Pharma の概況 






Janssen Pharma は Johnson&Johnson の医薬品部門を扱う事業会社として、 1961 年に
Johnson&Johnson グループに入り、現在は世界50カ国以上の国で 3 万人以上の社員が働いている。 
 








 3．5 MSD の概況 
MSD の親会社である Merck は、医薬品、ワクチン、生物学的療法および一般向けならびにアニマ
ルヘルスケア事業を持ち、世界140カ国以上で事業を展開している米国系製薬企業である。2009年11月
に米同業大手の Schering-Plough を買収し、売り上げ規模においては、2011年で480億ドルを持ち、
Pfizer に次ぐ世界 2 位に位置している。研究開発に関する考えも特徴的で、以前より、自前主義開発










Pfizer や Janssen は、資産や能力を本社に集中し、日本法人は本社の戦略を忠実に実行する特徴を
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